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◇ 会長から ◇ 

＊＊＊ 千葉県と言語聴覚士の未来を考える日々 ＊＊＊ 

                    吉田 浩滋（浦安市身体障がい者福祉センター） 
 一般社団法人となって第２回目となる総会も皆様の協力のもと無事に終わり、多くの理事が退任され、

新たな理事が承認されました。この一年間は、いろいろな意味で一般社団法人という法人格の意味を考え

る機会がありました。 
例えば、今までは個人の名前で銀行に口座を開き、それを県士会の口座として使っておりましたが、法

人格取得後は県士会の名前で口座を開設することができました。県士会の事務所として今年度から新たに

契約するアパートについても、法人の登記内容を証明する書類を添え、県士会名義で貸借契約を結ぶこと

ができました。 
 これも今までの理事、監事を引き受けてくださった方々の協力があってのことですから、大変、感謝し

ております。月に幾度となく理事会を開き、組織検討委員会が作った定款案をもとに、皆で赤を入れ、プ

ロジェクターを持ち込み、案文を壁に映し出して検討を繰り返しました。しかし公証役場からは「やり直

し」という返答が来るなど、要件を整えることの難しさを実感しましたが、今となっては、あの定款作り

も懐かしく思い出されます。 
さて、そのなかで千葉県の未来も考えないといけません。私ごとになりますが、昨年、一昨年は言語聴

覚士の採用で随分と苦労をしました。言語聴覚士の募集を行っても応募がないのです。待遇面に問題があ

ることも事実ですが、全国に言語聴覚士の資格を持つ人間が２万人しかいないということが原因のように

思います。看護師の場合は学校の定員だけで６万人にもなりますが、言語聴覚士はどうみてもその数には

及びません。県内から言語聴覚士の養成校が撤退して以降、県内に養成校はゼロという事態が続いていま

す。これは千葉県の未来のためにも、県士会として打開に向け、取り組んでいかなくてはならない大きな

課題の一つです。 
更に今後、都市部では高齢化がものすごい速さで進みます。この高齢者の中核となる団塊の世代の多く

は都市部に暮らすので、千葉県の人口の約半分が暮らす東葛地区は高齢化率がどんどん上がることが予測
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されます。そこでは医療や福祉のニーズが高まり、多くの資源が必要になってきます。その状態に対し、

「私たちは何ができるのか？」そんなことを考える日々です。その答えの一つに関係者のネットワークが

あります。これは平時もそうですが、災害時にも重要です。最近、船橋市では医療、福祉のネットワーク

が作られました。これは良いモデルになると思いますし、県士会からも企画委員を出しております。この

ように私たちの周りでは、日々さまざまな取り組みがなされています。 
更に今年は、県士会のキャラクター『ＣＡＳＴ－５』が誕生したり、「言語聴覚の日」を千葉で開催し

たりなどイベントが盛り沢山です。会員みんなで知恵を出し合い、千葉県の未来を一緒に考えていきまし

ょう。 
 

♪♪♪ 新役員紹介 ♪♪♪ 

 平成 25年 5月 19日（日）に開催されました第２回総会において、皆さまから承認されました新しい役
員の方々を紹介します。 

 
【副会長】岩本 明子（千葉労災病院）：社会局 広報部・地域連携部 

 社会局の広報部と地域連携部を担当することになりました。ホームページや県内諸団体との連携を通し

て、会員同士、そして他職種や地域との繋がりが、広く太く強く深くなるよう努めていきたいと考えてい

ます。２年間どうぞよろしくお願いいたします。 
【副会長】酒井 譲  （順天堂大学医学部附属浦安病院）：学術局 

この度、学術局を担当させていただくこととなりました。会員の皆様にとって役に立つような研修会の

企画・運営に取り組んで参ります。どうぞよろしくお願い申し上げます。 

【副会長】古川 大輔（君津中央病院）：事務局 編集部 

事務局の編集部で、ニュースの編集、発行を担当いたします。少しでも多くの会員の皆様に読んでいた

だけるニュースを企画していきたいと思っております。どうぞよろしくお願い申し上げます。 
【理事】木村 佐知子（松戸神経内科）：学術局 

 学術局と介護保険委員会を担当いたします。学術局ではより充実した研修会の企画運営を、介護保険委

員会では今後のネットワーク作り等を目指して、会員の皆様のお役に立つよう微力ながら努めたいと思っ

ております。どうぞ宜しくお願いいたします。 
【理事】鈴木 直哉（船橋二和病院）：事務局 財務部 

 高次脳機能障害委員会と認知症専門職研修モデル事業委員会を担当させていただきます。まだまだ新米

ですが、県士会のさらなる発展のため、力を尽くしたいと思います。どうぞよろしくお願い申し上げます。 
【理事】宮下 恵子（千葉県立千葉聾学校）：事務局 総務部 

 総務部を担当します。新しくなった事務所とともに、気持ちを新たに、皆様のお役に立てるよう、微力

ながら邁進してまいります。また、教育の視点からの活動も心がけていきたいと思います。どうぞよろし

くお願いいたします。 

【理事】渡邊 裕貴（印西市立子ども発達センター）：社会局 渉外部 

社会局渉外部と小児言語委員会を担当させていただきます。渉外部は千葉県内外の関連諸機関との窓口

ですので、言語聴覚士の活動の場が広げられるように努めていきたいと思っております。どうぞよろしく

お願い申し上げます。 
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第２回一般社団法人千葉県言語聴覚士会総会の報告 
  

 ２０１３年５月１９日（日）、第２回一般社団法人千葉県言語聴覚士会定時総会が開催されました。会

員の皆様のご協力により、議事を円滑に進めることができました。ご協力に感謝いたしますとともに、総

会の概要をご報告いたします。  

日時  ： 平成２５年５月１９日（日曜日）  １３時００分 ～１３時４５分 

場所  ： 千葉大学医学部附属病院 第３講堂 

議長 ： 勝又 綾子（緑が丘訪問看護ステーション） 

副議長： 那須 道子（八千代市ことばと発達センター） 

書記 ： 原田 恵里  吉田 真樹子（船橋市立リハビリテーション病院） 

会員数及び出席者数：  議決権のある会員総数３３５名 

    出席会員数１７５名（当日出席３３名、議長委任１４１名、吉田浩滋氏委任１名） 

Ⅰ．協議事項 

 １．第 1号議事 平成２４年度活動報告に関する件 

 ２．第２号議事 平成２４年度決算報告に関する件 

 ３．第３号議事 平成２４年度監査報告に関する件 

 ４．第４号議事 新役員の承認に関する件 

 ５．第５号議事 平成２５年度活動計画案に関する件 

 ６．第６号議事 平成２５年度予算に関する件 

 以上の件が提出され、賛成多数により承認されました。  

Ⅱ．報告事項 

 ・マスコットキャラクターに関する件 

 ・規則に関する件 

 以上の件が報告されました。 

（総務部 宮下 恵子） 
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◇ 社会局から ◇ 

★☆★☆ 第４回訪問リハ・地域リーダー会議に出席して ☆★☆★ 

訪問リハビリ実務者研修会実行委員会 小野 幸男 
  
平成 25年 5月 16日・17日、お台場のタイム 24ビルにて『第 4回訪問リハ・地域リーダー会議』が開
催され、訪問リハビリ実務者研修会実行委員会の小野が千葉県理学療法士会、千葉県作業療法士会の各代

表と共に、千葉県言語聴覚士会（以下、県士会）の代表として参加して参りました。 
1 日目は、日本理学療法士協会の半田会長、日本作業療法士協会の中村会長、日本言語聴覚士協会の深
浦会長から、リハビリに関する最近の動向や問題提起を踏まえたあいさつから始まりました。そして、第

1部は「訪問リハビリテーション振興委員会及び各協会の活動報告」、第 2部は「実務者研修会の報告と今
後の方向性」、第 3 部は「復興特区 浜通り訪問リハビリステーションの現状と未来に向けて」というテ
ーマで各講義が行われました。 
講義はそれぞれに興味深い内容でしたが、特に、第 3 部では、「浜通り訪問リハビリステーション」の
管理者である安部氏の特別講演があり、その中で、医療・介護の各保険に従事するスタッフの人材不足や

訪問先の多くが仮設や借り上げの住宅であることなど、福島県南相馬市の現状をわかりやすくお話頂きま

した。そしてこのご講義を通して、被災地でのリハビリの役割について改めて考える機会となりました。 
2日目は、第 4部「本年度実務者研修会必須内容提示」の講義があり、本年度の訪問リハビリ実務者研
修会の実施要件となった「関連職種との合同研修会」「フィジカルアセスメント研修」に関して具体的な

内容の提示を頂きました。 
「関連職種との合同研修会」では、ケアマネージャーやヘルパーなどの関連職種と共に研修会を開催し

て行くことが示されました。そして、「フィジカルアセスメント研修」では、東京都リハビリテーション

病院地域リハビリテーション科科長の堀田氏より、リスク管理や緊急対応に関して各々が確実に判断や報

告をできる力を持つことの重要さが報告されました。高齢化が進み、在宅療養者が増加していく現状では、

訪問リハビリでもリスクの高い利用者様に対応する場面が多くなることが予想されます。十分な知識や技

術を身につけて緊急時対応が出来ることや、関連職種との密な連携によって利用者様に迅速に対応するこ

とが、必然になっていくものと考えられます。今後の実務者研修会に於いては、それらを反映した内容に

していく必要性を強く感じました。 
3 協会では、訪問リハビリステーション設立に向けて積極的に行動を起こしています。千葉県もこの流
れに乗り遅れることの無いように、今回の会議で得たものを実務者研修会実行委員会の活動に活かし、訪

問リハビリ実務者研修会がより有意義なものになるように努めてまいりたいと思います。今回はこのよう

な貴重な機会をいただき有難うございました。 
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私たち、CAST-5（キャスティーファイブ）です！ 

 

本会ホームページ上で『マスコットキャラクターについて』のパブリックコメントを募集しておりましたが、平成 25

年5月19日に行われた総会で、マスコットキャラクターと後藤多可志氏考案によるキャラクター名が決まりました。

そこで今回は、キャスティーファイブの名付け親である後藤多可志氏に、命名の経緯などをお話頂きました。 

 

目白大学 保健医療学部 言語聴覚学科 後藤 多可志 

私は、目白大学 保健医療学部 言語聴覚学科（岩槻キャンパス・埼玉県さいたま市）に所属し、かつ、

千葉県市川市にありますNPO法人 LD/Dyslexiaセンターで週末臨床活動を行っております。これまでな
んとか県士会の活動に貢献したいと思っていた矢先、同会マスコットキャラクターの名前募集の件をホー

ムページで知りました。そこで、じゃあ、いつ県士会の活動に貢献するのか？皆様 TVやラジオで聞き飽
きたでしょうから書きませんが、そのような気持ちのもと、６畳一間の自宅で「こんな名前にしてみよう

かな」と妄想・空想が激しく交錯する中考え出したのが、今回のマスコットキャラクターの名前です。 
まず、チーム名は CAST-5「キャスティーファイブ」と、読みます。CASTとは、県士会の英語名（Chiba 

Association of Speech-Language-Hearing Therapists）の頭文字です。ファイブ、はキャラクター５体の
ことを指しています。そして、キャラクター名を考えました。『聞く』『話す』『読む』『書く』『食べる』

など言語聴覚療法をイメージし、かつ千葉県の名産品を組み合わせてキャラクター化した、ということで

したので、その辺が伝わるようにネーミングしました。 
 また、性別の縛りはつけたくなかったのですが、名前の雰囲気から落花生と玉葱には男として生きても

らうことにしました。標記は、「漢字」よりも「ひがらな」の方が柔らかい印象を与えてよいと思います

（しかしながら、漢字が与えるイメージも捨てがたいので、両方あった方が良いかと思われます）。 
 リーダーは菜乃花 語（なのはな かたる）ちゃんとし、「私たち、CAST-5（キャスティーファイブ）で
ーす！」という感じでいきたいと思っております。今回、私が考えた名前が採用され、早くも「千葉県言

語聴覚士会の活動に貢献する事が出来た！」と感慨深い思いです。どうぞ、みなさま「キャスティーファ

イブ」を末永くご愛顧のほど、お願い申し上げます。 

                     

菜乃花 語（なのはな かたる）   梨 聞恵（なし きくえ）    枇杷 読美（びわ よみ）  
チームリーダー             

                 

落花生 書太朗（らっかせい かきたろう）   玉葱 食男（たまねぎ はむお） 

 

CAST-5 は、これから本会の広報活動等、様々な場面で活用していく方針です。どうぞ宜しくお願いいたし

ます。 
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◇ 学術局から ◇ 

学術局 木村 佐知子、酒井 譲 

１. 平成２５年度第２回研修会のお知らせ 

例年、第２回研修会は本会会員や委員会活動の発表の場となっています。今年度は、

言語聴覚士として海外青年協力隊で活動され、現在は、日本言語聴覚士協会国際部で

ご活躍の大塚天貴先生にご講演いただきます。また、介護保険委員会、小児言語障害

委員会の二委員会が、企画・運営します。みなさまと一緒に学ぶ場として、ご活用い

ただけることを願っております。会員の皆様はもちろん、会員外の方へもお誘い合わ

せの上、ご参加ください。 

 

＊日時：平成２５年９月８日（日） １３時００分～１６時００分 

＊会場：東京女子医大八千代医療センター外来棟４階 大会議室または小会議室 

＊内容 

講演① １３：００～１４：００ 大会議室 

「青年海外協力隊員の活動から学んだこと～言語聴覚士と国際協力～」 

千葉西総合病院 大塚 天貴 先生 

講演② １４：１５～１６：００ 大会議室 

「地域における言語聴覚療法～地域で働く言語聴覚士に必要な知識～」 

初台リハビリテーション病院 森田 秋子 先生 

グループワーク＊ １３：００～１６：００ 小会議室 

「小児言語障害に関する評価について」 

＊参加者は、小児言語障害を対象とする職種にあり、検査を実施できる言語聴覚士

または心理士とします。 

＊小児については、運営の都合上、先着１５名までとします。 

 

＊申し込み方法：詳しくは同封の申込書をご覧ください。 

２．第１回研修会報告 

平成２５年５月１９日（日）に千葉大学医学部附属病院で第１回研修会を開催しました。今回は、日本

大学歯学部摂食機能療法学講座の歯科医師である戸原 玄先生をお招きしてご講演いただきました。参加

者は１１８名（会員８９名、会員外２９名）でした。研修会の概要と、アンケート結果の一部を紹介しま

す。 

 

研修会の概要 
演題：「摂食・嚥下障害の評価と訓練の実際」 

講師：日本大学歯学部摂食機能療法学講座 歯科医師 

戸原 玄 先生 

概要：摂食・嚥下障害の評価と訓練について、嚥下内視鏡

検査（以下、ＶＥ）での評価と事例を中心にご講演いただ

きました。はじめに往診による初診時のＶＥ結果として、

①少量であれば経口摂取が可能であるにも関わらず、経管

栄養のみで生活している、②嚥下障害の心配が無い、と考

えられていた人が、実は食事形態や摂取方法の検討が必要であったなど、栄養摂取方法が適切でない症例

が検出できる事をご説明頂きました。その後、在宅患者を中心に多くの事例をご紹介いただき、特に経管
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栄養管理となっているケースのフォローアップ不足について、地域医療での有機的な連携の大切さや、往

診で評価をすることの重要性を学ぶことができました。また摂食・嚥下訓練法の新たな知見として、「最

大開口位で１０秒間保持する」開口運動により、舌骨上筋群の改善がみられるという訓練方法をご紹介い

ただきました。そして最後に、本会会長を被検者に、ＶＥと開口力測定器の実演を行っていただくなど、

多くのことをご教授頂く大変貴重な機会となりました。 

アンケート結果  

①研修会に参加して（回収：７６名） 

とても良かった ７６名、普通 ０名、期待していた内容と異なった ０名 

具体的に： 

・普段行っている業務と全く異なる領域であったが、実演や動画、具体例ととてもわかりやすく講演して

いただきよかったです。 
・当院ではＶＥを取り入れておらず、嚥下造影検査（ＶＦ）を実施することがありますが、準備や実施に

時間がかかるため、手軽にはできない状況です。ＶＥでわかることの多さを改めて実感し、導入できれ

ばと思いました。また、ＳＴとしてしっかりと嚥下状態を評価し、先も見通した関わりができるよう努

力していこうと思います。 
 

②今後の研修会や当会の活動について、ご意見などがありましたらお書きください。  

・上記にあげられた領域だけでなく、ＳＴとしての法律面、人権、福祉との関わり、接遇マナーなど、ど

の領域でも必要になることも研修していきたい。その実施形式はどんなことでもよい。提案した内容で

の講演を考える時、現在までの数年間でのやり方で見ると、第２・３回ではなく、第１回で講演または

第２回の時にショートレクチャー的な講演ではいかがでしょうか。 

・Dｙｓａｒｔｈｒｉａの詳細な評価 
・顔面麻痺の治療方法（中枢、末梢） 
 

学術局より＜研修会を終えて＞  

研修会の参加者には、関東近隣だけでなく、北海道からお越しの方もいらっしゃり、この分野への関心

の高さが伺えました。また、研修会後の懇親会では、新人から経験年数豊富な先生方まで多くの方にご参

加いただきました。講師の戸原先生もご参加いただき、先生が開発された検査道具に実際に触れながら、

活発な意見交換が行われました。また新たに会員となった方々の自己紹介に加え、ゲームなども催され、

ふれあいのある会になりました。多くの皆様にご活用いただく機会となったことを嬉しく思っています。

ご参加いただきました皆様、ありがとうございました。皆様の臨床の一助になれますよう願っております。 

 

[研修会の症例発表者募集] 

今年度の研修会での症例発表者を募集します。日頃の臨床で悩んでいる症例などがありましたら、是非

ご検討ください。皆様の積極的なご参加をお待ちしています。当会ホームページにお問い合わせください。 

 

３．「地域の勉強会」での症例検討会に参加しませんか？  

 会員の皆様のご協力により、各地域で勉強会が開催されています。ホームページの「小児多職種合同勉

強会」、「地域勉強会」をご参照の上ご参加ください。 
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医療法人社団「輝生会」船橋市立リハビリテーション病院・・・ＳＴ 竹中 祐子 

当院は、公設民営のリハビリテーション専門病院として、平成２０年４月に開院した２００床の病院で

す。脳血管疾患や頭部外傷、整形疾患の術後の方を対象に、回復期リハビリテーションサービスを３６５

日提供しています。また、生活期の患者様には、外来や訪問、また昨年１０月からは短時間通所のリハビ

リテーションも行っており、ST 合計３５人（病棟２５人、外来６人、訪問２人、教育研修担当２人）が
在籍しています。 
当院の特徴は二つあります。まず、多職種のチームアプローチを重視し、全専門職種を病棟配属とする

チームマネジャー制がとられていることです。患者様ごとの担当スタッフ（Dr、NS、CW、PT、OT、ST、
SW、CN、薬剤師）全員でカンファレンスなどを随時行ないながら取り組んでいます。 
二つ目は教育体制が整っていることです。院内や部門ごと、または法人全体（他３施設）でスタッフの

経験年数にあわせた研修（新採用～３年次、シニア、プリセプター、サブマネジャー研修など）を実施し

ています。ST 部門では、高次脳機能や嚥下機能に関する勉強会や外部講師を招いての勉強会などを行っ
ています。また、CN と協力し嚥下食の試食会も月１回行っています。更に、教育研修担当者の訓練同席
や指導、他 STの担当患者の訓練を代行したり、他者と症例検討を行う事も日々自然に行われます。“働き
ながら学ぶ”ことができると共に、日々一緒に悩み喜びを分かち合える仲間がいる職場です！！ 
273-0866 船橋市夏見台 4-26-1 047-439-1200 
 
 

 

船橋市立医療センター・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ＳＴ 新井 千絵 

当院は千葉県東葛南部地域の第三次救急病院として、救急医療の中心的役割を担っており、本年で開設

３０周年を迎えます。現在２５の診療科、一般病棟４２６床で治療に当たっています。リハビリテーショ

ン科はＰＴ１０名、ＯＴ４名、ＳＴ２名が在籍し、発症および手術直後の超急性期から介入し早期リハ、

早期離床を実践しています。 
ＳＴ部門では主に失語症を含む高次脳機能障害、摂食嚥下障害に対する入院時のリハビリテーションを

行っています。意識障害を伴っているケースが多く、訓練室での机を隔てた訓練だけでなく、ベッドサイ

ドでダイレクトに患者さんに触れ、日々変化する症状に臨機応変に対応していくことが求められます。ま

た、呼吸機能や摂食嚥下機能を改善させるためのストレッチやリラクゼーション等、狭義の訓練に入るた

めのベースとなる部分から手がけることも必要とされています。 
２７年前にＳＴ室が開設されてから１０数年間、船橋市内には片手で足りる数の言語聴覚士しかおりま

せんでしたが、近年、数々の回復期リハビリテーション病院が近隣に設立されています。地域の多くのＳ

Ｔに支えられて、安心して急性期のリハビリテーションに専念できることを有り難く感じています。また、

開設当初の名残として、現在も失語症友の会「船橋たんぽぽの会」の支援を続けており、失語症と共に生

きる方々の生活を知る貴重な機会になっています。 
 

施  設  紹  介 
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＝＝＝ 悩める臨床家であり続けるために ＝＝＝ 

君津中央病院 リハビリテーション科 言語聴覚士 村西 幸代 
 

STになって２年を過ぎた頃、右片麻痺のある、重度混合型失語症の Kさんを担当しておりました。K
さんは、喚語困難に加え、発語失行も著しく、発語を誘発する練習をしても中々発話には結びつきません

でした。そんな中、身体機能の改善は目覚ましく、入院して３カ月を過ぎた頃には、右足に装具を付け、

杖をついて、病室から ST室まで一人で歩いて来るようになって行きました。「なぜ PTでは、どんどん良
くなるのに、言葉は良くならないのだろう」と少々焦りを感じておりました。そんなある日、Kさんの担
当の PTより「Kさんは、麻痺側が改善して歩けるようになるのではなく、健側と体幹を上手に使い、麻
痺側をカバーして歩いているんだよ。」と、教えてもらいました。新人の私は、目から鱗の思いでした。

そして「そうだ！私ももっと出来る事を探して、出来ない事をカバーするような事を考えよう！」と思い

ました。その後 Kさんは、文字を書いたり、ジェスチャーをしたり、絵を書いたりして自分の意思を伝え
る練習を行いました。そして、発語こそ乏しいものの、グループ訓練においても、積極的に周囲と関わる

ようになっていかれました。その後、私はだんだん障害の著しい機能に積極的な働きかけを行わず、むし

ろコミュニケーション能力を強化するような訓練を多く取り入れるようになりました。 
そして STになって２０年を経過した頃、再び目から鱗の落ちるような経験をしました。それは重度の
失語症者の言語訓練についての勉強会で起こりました。私は発症から７年を経過し、今なお、さまざまな

高次脳機能障害が合併する慢性期重度混合型失語の Aさんを紹介しました。勉強会では、Aさんに聴覚的
理解の改善を図り、家族や周囲に、Aさんとコミュニケーションを取るための指導を行ったこと、デイサ
ービスでの生活が軌道に乗った所で終了を検討している事を報告しました。すると、３０年以上 STをさ
れている大先輩に、「発話は？」と指摘されたのです。Aさんは発症から７年を経過しても、いまだに発
話は「きょし～」といった残語のみであったため、実用的な発語の表出は厳しいと考えた事を告げると、

その先生は、重度失語症の方でも、障害のメカニズムを丁寧に分析し、アプローチをすることで改善の得

られることを教えてくださいました。正直、２０年前に良い経験をしていない私は、「本当に改善は得ら

れるのか？Aさんに変に期待されてもなぁ」と少々不安を感じました。それでも、もし Aさんに発話が出
るようになるのなら・・・。 
始め Aさんは、新しい課題に戸惑う様子を示しましたが、「声を出す練習」であることが理解出来ると
表情が「ぱ」と明るくなりました。そして満願の笑みの中、試行錯誤をしながらも「あ」「お」「あお」と

声を出すようになりました。   
今では、名前、住所の他、今日の天気や「おあよ～（おはよう）」「い～よ」「あおなあ（さよなら）」「お

～い」など限られた言葉ですが、場面に即した発話が可能となっております。 
出会ったセラピストの見識によって、患者さんの障害後の人生の選択肢が左右されるといっても過言で

はありません。また臨床経験を積むことで、自然と自分の臨床姿勢が固定してしまうのも事実です。しか

し、今回の経験を通し、改めて、自分の価値観を押し付けない臨床家でいたいと痛感しました。 
 
 

臨床こぼれ話 
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○●○● 廃用症候群の方への栄養サポート ●○●○ 

君津中央病院 薬剤科 
NST専門療法士 
大木 健史 

 
この度は、日頃より大変お世話になっている言語聴覚士の方々に向けた原稿を書かせて頂ける機会を頂

き、大変嬉しく思っております。今回から３回にわたりまして、廃用症候群の方に対する栄養評価・栄養

管理の考え方について少し書かせて頂きたいと思います。 
ところでなぜ、薬剤師である私が栄養の話を、と思われるかもしれません。私が栄養に対して興味を持

つようになったきっかけは、院内の糖尿病チームに加えて頂いたことでした。当時、私は糖尿病という病

気に対し、全く興味はありませんでしたが、多くの患者さん達と話をしている中で、食事の大切さ、楽し

さ、そして難しさを感じるようになりました。古くから医食同源という言葉があります。私は、食事は生

きるために最も基本となる薬だと考えています。服薬指導の中でも、薬と同じように患者さんに話をして

います。なぜなら、結局、栄養不良の状態では、肝心な治療の効果も上がらないからです。 
さて、話は変わりますが、皆さまの施設ではNST（栄養サポートチーム）の活動は定着されていらっし
ゃるでしょうか？病気は治ったのに、栄養状態が悪くて歩けない・・。そのようなことのないようにと、

創設されたのが NSTです。NSTの活動が活発な施設では、言語聴覚士の方々への嚥下機能評価の依頼は
必然的に多くなっていることでしょう。私は今から 5年前に済生会習志野病院で NSTの臨床実地修練を
受けさせて頂きましたが、その時に、指導責任者で現院長の山森秀夫先生が、病院内に言語聴覚士がいな

いために嚥下造影検査（VF検査）ができないことを大変残念がっていらっしゃったのを覚えています。
臨床栄養法のスタンダードは「できるだけ生理的(自然)で安全な経路で、できるだけ早期に健常時の栄養
法に戻すこと」すなわち、できる限り経口摂取を目指すということです。そのためには、言語聴覚士によ

る嚥下機能評価は欠かせません。

 
さらに、これまでは嚥下の評価までに留まっていた言語聴覚士さんたちが、積極的に患者さんの栄養状

態を気にして頂けるようになってきたことは大変心強いです。そんな中、時に投与されている栄養量が少

ないのでは、と気になることもあるかもしれません。以前から、主治医が現疾患の治療に注意を払いすぎ

るために、患者さんの摂取栄養量がなおざりにされていたケースはありました。分かりやすいのは、絶食

にしたまま、末梢静脈からの点滴で１ヶ月近く放置されているケースなどです。元来末梢からの点滴では

匠匠のの技技  
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十分な量の栄養は投与することはできません。浸透圧の問題で、高カロリーの輸液は末梢血管から投与で

きないのです。それでも 1000kcal程度まで投与することは可能なのですが、その場合は、水分の投与量
も 2000mlを超えることになり、心負荷もかかります。そんな時は、主治医に「先生は絶食期間をどの程
度と考えられていらっしゃいますか？」と聞いてみて下さい。と同時に、廃用症候群になってしまった原

因疾患、及びその疾患の改善見込みなどについて、主治医の診断を聞いて頂きたいです。医師の診断、言

語聴覚士の評価、患者・家族の望み。その話し合いによって、NSTも患者さんに最もふさわしい栄養投与
方法を提案することができると思います。 

 

 
私は廃用症候群の方の 1日の必要エネルギー量は、特に侵襲の無い状態であれば体重×２５（kcal）程
度で良いのではないかと考えています。ただ、それだけの栄養すら摂取が困難な場合もあるでしょう。こ

のままでよいのか？積極的に栄養を入れた方が良いのか？その最終的な判断は、私は患者本人およびその

身の回りの方々に委ねられるべきだと思います。もし、すぐに結論が出せないようであれば、患者さんの

消化管の働きに問題が無ければ、経鼻経管ルートからの栄養投与を行いながら、患者さんの栄養状態が多

少でも改善するか待ってみても良いでしょう。廃用症候群の方は、代謝が落ちている場合もあり、積極的

に栄養を入れても、体がそれをすぐには、しっかりと取り込むことができない可能性があります。その場

合は、血糖値が上がってしまったり、むせなどの症状が出たりと患者さんを返って苦しめてしまうことに

もなりかねません。早めの対応は大事ですが、今後のことをしっかり考えて慌てる必要はありません。 
 
 

参考文献、資料 
NSTの進め方（秘訣がわかる Q&A） 山中英治、岡田晋吾 共著（照林社） 
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三三三 きこえに関するひとくちコラム 三三三 
・・・・聴覚障害委員会・・・・ 

機能性難聴では、器質的障害がないのにオージオグラムでは難聴を示します。機能性難聴に気づかないと、

本当は必要のない補聴器を購入する事になってしまうかもしれません。 

もしかして機能性難聴かも？ 

こんな時には機能性難聴を疑います 

・オージオグラムでは難聴を示すが、他覚的検査では問題がない(OAE が PASS の例では 

後迷路性難聴との鑑別も必要)。 

 ・オージオグラムでは両側難聴を示すが、口を隠し小声の音声のみで会話ができる。 

 ・オージオグラムで一側高度難聴を示すが陰影聴取がみられない。 

 ・純音聴力検査より語音聴力検査の結果が良好である。   …等 

機能性難聴の疑いがあったら… 

機能性難聴を疑ったら、診断をするために詳しい検査のできる耳鼻科へ受診するよ

うに勧めてください。機能性難聴では、ストレスや生活環境等の背景因子がある場合

があり、軽い場合は耳鼻科で経過観察、精神症状が強い場合は精神科に紹介する場合

があります。まずは耳鼻科医と相談してください。 

 

 

 

 

◇ 各委員会・作業部会から ◇ 

◎○◎生涯学習プログラム基礎講座・専門講座作業部会◎○◎ 

今年度も一般社団法人 日本言語聴覚士協会、生涯学習プログラム基礎講座・専門講座の千葉県版を実

施いたします。昨年度同様に、基礎講座全ての 6講座と千葉県独自の 1講座、さらに専門講座 2講座と全
9講座を 2日間で実施いたします。 

専門講座は東京大学 先端技術研究センターの中邑
なかむら

 賢龍先生による「ハイテク社会とコミュニケーシ

ョンの変容―ＡＡＣはどこに行くのか？－」と東北文化学園大学 医療福祉学部 リハビリテーション学
科の長谷川 賢一先生による「摂食・嚥下障害のアプローチにおける吸引」を午前と午後に分けて実施い

たします。２講座とも今注目の分野であり、日々の臨床業務に役に立つ知識と考え企画いたしました。 
認定言語聴覚士の受講資格には生涯学習プログラムの修了証が必要です。この機会に是非ご参加くださ

い。  
  日 時 ： 平成２５年１１月１７日（日） ・ １１月２４日（日） 
  会 場 ： 千葉市民会館 
詳しくは同封の案内状をご覧の上、当会ホームページからお申込みください。 
多くの皆様の参加をお待ちしています。 

（斉藤 公人） 

小児では学校健

診で指摘を受け

る例も多いです。 
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◎○◎訪問リハビリ実務者研修会実行委員会◎○◎ 

第４回千葉県 PT/OT/ST合同研修会 生活期リハビリテーション 
（旧千葉県訪問リハビリテーション実務者研修会）開催のご案内 

この度、千葉県理学療法士会、千葉県作業療法士会、千葉県言語聴覚士会では、生活期リハビリテー

ション研修会を開催する運びとなりましたのでご案内いたします。 
 昨年度までは『訪問リハビリテーション実務者研修会』として開催しておりましたが、今年度からは

『千葉県 PT/OT/ST合同研修会 生活期リハビリテーション』と改名し、装いも新たにしました。訪問
リハビリテーションをはじめとした生活期リハビリテーションを実施するのに必要な基本的知識を身に

付けることを目的とした【ビギナーコース】、そして、過去 3 回の研修にご参加いただいた方や生活期
リハビリテーションの実務者向けの【アドバンスコース】を設け、初めて参加する方も、これまでの 3
回の研修に参加された方にも、より広く生活期のリハビリテーションについて考え、学び、仲間を作る

機会となるように計画をしております。  
 過去 3回の研修会では、県内各地から２００名を越える皆様にご参加いただき、大変な盛会となりま
した。生活期リハビリテーションに従事している方、これから生活期リハビリテーションに関わる予定

の方、生活期リハビリテーションに関心をお持ちの方、多くの皆様のご参加を心よりお待ち申し上げて

おります。  
 詳細は決定次第ホームページなどを通してお知らせいたします。 
 
１、日 時 
 【１日目】平成 25年 11 月 16日（土） 
 【２日目】平成 25年 11月 17日（日） 
２、会場 
  千葉県立保健医療大学  千葉市美浜区若葉 2-10-1  
  ＊幕張駅（総武線）海浜幕張駅（京葉線）京成幕張駅（京成千葉線）各駅から徒歩 15分 
  ＊会場に駐車場はありません。公共機関をご利用下さい。 
３、受講費 ：各県士会会員 6000 円  非会員 10000 円  
  ＊受講者の都合によるご入金後の返金はいたしかねますのでご了承ください。 
  ＊一日のみの参加でも受講料は二日受講と同様です。 
４、備 考 
来年度の管理者養成研修会（旧管理者研修会）STEP１に受講予定の方は、千葉県訪問リハビリテ
ーション実務者研修会（今年度より千葉県 PT/OT/ST合同研修会生活期リハビリテーション ビギナ
ーコース）の受講が必須となります。ご注意ください。 

（小野 幸男、勝又 綾子） 
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◇ 事務局から ◇ 

 
 

年会費納入のお願い 

 
平成２５年度分の年会費のお支払いをお願いします。本会の規則により、２年以上会費未納の場合退

会とみなされますのでご注意ください。尚、退会後も未納分は徴収させていただきますので、ご了承く

ださい。 
 
 
 
 
◇◇お支払い方法◇◇ 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
＊平成２４年９月より、年会費の振込先口座名義が「一般社団法人 千葉県言語聴覚士会」となりまし
た。尚、口座番号はこれまでと変更はありません。「加入者名」「受取人名」欄は「一般社団法人 千葉
県言語聴覚士会」または「千葉県言語聴覚士会」のどちらでご記入頂いても結構です。 

 
≪年会費に関するお問合せ先≫ 
船橋二和病院 リハビリテーション科 鈴木 直哉 
０４７－４４８－７１１１（代） 
 
 

 

１） ゆうちょ銀行および他の金融機関からのお振込み 
◇ゆうちょ銀行からのお振込の場合 
払込取扱票に氏名、住所、金額をご記入の上で下記宛にお振込ください 
（記号番号）００１２０－６－３９９３２  
（加入者名）一般社団法人千葉県言語聴覚士会 
◇ゆうちょ銀行以外の金融機関からのお振込の場合 
 （銀行名）ゆうちょ銀行 （金融機関コード）９９００ （店番）０１９ 
 （店名）〇一九（ゼロイチキュウ店） 
 （預金種目）当座 （口座番号）００３９９３２ 
 （受取人名）イッパンシャダンホウジン チバケンゲンゴチョウカクシカイ 
２） ゆうちょ銀行口座からの自動引落し 
お手続きについては、ニュース N40号をご参照ください。 
尚、今お手続きをされた場合、平成２６年３月１５日より自動引落が開始されます。 

正会員 ３５００円  準会員 ３０００円 
賛助会員は、１口５０００円（個人１口以上、団体２口以上でお願いします） 
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事務所が移転しました!! 
 このたび、本会事務所は下記に移転しました。京成みどり台駅から５分ほど歩いた閑静な住宅地にあ

る木造アパートです。１階の洋間６畳で、窓をあけると目の前に柚子の木がひろがる、優しい景色です。

書類や書籍、プリンターなどが場所をとっていますが、委員会や作業部会など、数人の集まりの場所と

して、ぜひご活用ください。 

 なお、使用にあたっては、使用規定がございます。担当理事や総務部にご連絡ください。 

 

新事務所 所在地 

〒２６３－００４２ 千葉県千葉市稲毛区黒砂２－６－１５ メゾンＫ１０２ 

ＦＡＸ：０４３－２４３－２５２４  メール：chibakenshikai@zp.moo.jp 

＊ＦＡＸ番号、メールアドレスに変更はありません。 

 

１．入会のお誘い 

 当会に入会されていない方は、ぜひご入会くださるようお願い申し上げます。入会ご希望の方は、ホ

ームページにても入会方法をご案内申し上げておりますのでご覧ください。また、お近くに未入会の言

語聴覚士の方がいらしたら、入会をお勧めくださいますようお願い申し上げます。 
 

２．住所・勤務先変更届けについてのお願い 

 住所や勤務先など、入会時にされた登録内容に変更があるときは、お手数ですがなるべく速やかに、

事務局まで郵便またはＦＡＸにてご報告くださいますようお願いいたします。変更届は会のホームペー

ジよりダウンロードすることもできます。会よりの郵便物がお手元に届くのが遅れるなど不都合がござ

いますので、ご協力お願いいたします。 
 

３．新入会員のお知らせ（敬称略） 会員数：正会員３４７名・準会員２１名・賛助会員７団体 

（平成２５年６月９日 理事会承認分まで） 

・・・正会員・・・ 

堀切 翔太（船橋総合病院）                     斉藤 正伸氏（介護老人保健施設クレオ）  

村口 麻衣子（ぶりんぐあっぷ あすみが丘教室） 桒田 彩（新東京病院）                          

吉澤 翔（第２北総病院）                       志賀 温子（新東京病院）                  

阿美 勝典（船橋市立リハビリテーション病院）   倉田 あずさ（大野中央病院）                       

名嘉眞 圭（千葉中央メディカルセンター）       井上 明香（千葉中央メディカルセンター）         

石渡 智一（君津中央病院）                     柴本 千織（袖ヶ浦さつき台病院）               

小林 恵（化学療法研究所附属病院）             上杉 有香（化学療法研究所附属病院）               

神代 裕里恵（千葉リハビリテーションセンター）上野 真貴子（千葉リハビリテーションセンター）    

喜安 朋子（千葉リハビリテーションセンター）  三橋 美由紀（大野中央病院）                      

栗林 真理（旭神経内科リハビリテーション病院）落合 勇人（旭神経内科リハビリテーション病院）    

（届出順）                                                                          
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◇ 理事会・委員会等報告 ◇ 

◆ 平成２５年度 理事会 

≪第２回≫ 

日時：２０１２年５月１９日（日）１０時００分～１２時００分 場所：千葉大学医学部附属病院 第３講堂 

出席者：吉田、石橋、木下、木村知希、相楽、鈴木三樹子、古川、宮下（以上理事８名）、岩本（監事）、木村佐知子、鈴

木直哉、酒井、渡邊（以上新理事４名）、宇野（新監事）、宮阪（書記） 

１．協議事項：・代表理事、会長、副会長の選出 ・各部、各局の議事録の承認について ・新入会員、退会者について ・

言語聴覚の日に関する協会ニュース「ST AND UP」の顛末について ・総会について ・第２回研修会 ・事務所の移転

先について ・Ｎｏ．４２ニュースについて ・貸借対照表の電子公告について ・リーフレットについて ・来期の副

会長、社会局の分担、言語聴覚の日の担当理事について ・前理事・監事のＭＬ離脱時期について ・定款の外部発注に

ついて 

２．報告事項：・回覧郵便物一覧 ・平成２５年度春期都道府県士会協議会、学校教育連携担当者連絡協議会について 

≪第３回≫ 

日時：２０１３年６月９日（日）１３時００分～１７時００分 場所：黒砂公民館 和室 

出席者：吉田、岩本、木村、酒井、鈴木、古川、宮下、渡邊（以上理事８名）、宇野（監事）、高橋（書記） 

１．協議事項：・各部・各局の議事録の承認について ・新入会員・退会者について ・事務所の移転先について ・キ

ャラクター名称について ・船橋在宅医療ひまわりネットワークについて ・第１回研修会アンケート結果について ・

委員、局員について ・リーフレットについて ・選挙管理委員会の内規について ・No.４２ニュースおよび印刷業者

について ・高次脳機能障害委員会の研修会について ・認知症専門職研修モデル事業委員会の研修会について ・生涯

プログラム基礎講座・専門講座の案内について ・事務所の移転通知について ・名刺について 

２．報告事項：・回覧郵便物一覧 ・第４回訪問リハ・地域リーダー会議について 

◆ 平成２５年度 学術局 

≪第１回≫ 

日時：２０１３年５月１９日（日）１７：１０～１７：４０ 場所：千葉大学医学部附属病院第１講堂 

出席者：木下、木村知希、木村佐知子、酒井、荒木、家永、柄澤、神作、佐藤、竹中、山本 

第１回研修会反省、昨年度反省・今年度計画案作成について、平成２５年度第２回研修会案内状について、今後の予定 

◆ 平成２５年度 介護保険委員会 

≪第１回≫ 

日時：２０１３年５月２４日（金）１９時３０分～２２時００分 場所：サイゼリヤ船橋イト―ヨーカドー店 

出席者：木村佐知子、木村知希、小野、坪木、平澤、松本 

・今年度の係りについて ・第２回研修会について ・調査について ・活動計画、委員会における報告等 

◆ 平成２５年度 「言語聴覚の日」作業部会 

≪第１回≫ 

日時：２０１３年２月２４日（日）１５時００分～１７時００分 場所：鎌ケ谷市総合福祉保健センター４階研修室 

出席者：吉田、落合、木村、千葉言友会５名、吃音研究者２名、 以上１０名 

・「言語聴覚の日」のタイトルについて ・内容について ・今後の報告等  

≪第２回≫ 

日時：２０１３年４月２８日（日）１５時００分～１７時００分 場所：鎌ケ谷市総合福祉保健センター５階作業訓練室 
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出席者：吉田、落合、木村、千葉言友会３名、吃音研究者１名、 以上７名 

・会場担当者との打ち合わせについて ・お知らせチラシについて ・後援依頼、企画について等 ・決定事項の報告等  

◆ 平成２５年度 生涯学習プログラム基礎講座・専門講座作業部会 

≪第１回≫ 

日時：２０１３年６月９日（日）１０時００分～１１時３０分 会場：千葉市療育センター 会議室 

出席者：斉藤、西本、太良木、渡辺、古川 

・今年度案内 開催要項の検討 ・県士会ホームページからの申し込みについて ・申し込みの受け付けについて ・役

割分担について ・メーリングリストについて ・その他 

◆ 平成２５年度 高次脳機能障害委員会 

≪第１回≫ 

日時：２０１３年５月１９日（日）１７時００分～１９時３０分 場所：千葉大学医学部附属病院 

出席者：治田、竜崎、石橋、平山、鈴木 以上５名 

・今年度の委員について ・平成２５年度年度計画について 

≪第２回≫ 

日時：２０１３年５月２８日（火）１９時３０分～２１時００分 場所：新八千代病院 言語聴覚療法室 

出席者：治田、竜崎、平井、平山、鈴木 以上５名 

・失語症研修会の会場・役割分担・タイムスケジュール・案内状について 

◆ 平成２５年度 組織検討委員会 

≪第１回≫ 

日時：２０１３年６月２日  １３時３０分〜１５時００分    場所：マクドナルド常盤平店 

出席者：吉田、平山 以上 2名、 欠席 2名、 オブザーバー参加 1名（栗林・入会申請中）       

・渉外部と地域連携部の役割について ・タブレットを使った情報共有について 

 

（紙面の都合上、報告事項と協議事項はまとめて記載しています。） 
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TEL：０４３９－５２－２４２１ 

FAX：０４３９－５３－０７５８ 
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…………… 求人情報 …………… 
詳細は千葉県言語聴覚士会ホームページ（http://chibakenshikai.moo.jp/）をご覧ください。 
【表の見方】①募集内容（記載がなければ言語聴覚士の募集）、②業務内容、③住所、④連絡先 

 
東京湾岸リハビリテーション病院 

① 常勤 2名（経験者 新卒可） 

② 成人言語・認知、発声・発語、摂食・嚥下、 

その他（回復期リハビリテーション） 

③ 〒275-0026 千葉県習志野市谷津 4-1-1 

 

④ 電話 047-453-9000 

担当：人事課 浜村 
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